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1.植栽管理の基本方針 

 

1.1. 植栽管理マニュアルの目的 

 

植栽管理マニュアルは、多彩なガーデンを創り、また、将来に渡って美しい状態を保

つことを目的として作成する。従って、適宜、内容を確認し、必要に応じて更新を行う

ものとする。 

 

【管理】 

指定管理者は、当マニュアルに基づき植物管理を行う。 

マニュアルは、概ね四半期ごとに実施するウォークスルー（センサリーツアー）等の

内容や作業実績を踏まえて定期的な協議を実施し、必要に応じて更新し、常に最新のマ

ニュアルに基づき多彩なガーデンの維持に努めるものとする。 

 

1.2. 植栽管理の基本方針 

 

①ナチュラルガーデンの演出 

日本独特の感性のあるナチュラルガーデン・八季の演出を実現するため、自然樹形による育

成、適地適品種を基本とした景観づくりを目指す。 

 

②メリハリある緑空間の育成 

管理の省力化と高質な緑を両立するため、ガーデンごとの管理方針に基づき、特性や人の動

線・利用形態等を意識し、管理内容に変化をつけたメリハリある緑空間の育成を目指す。 

□植物の生育状況に応じて、間引きや株分け、移植や新植を行う。 

□植栽地が裸地化、雑草化した箇所は、その原因を究明したうえで適切な植物を新植し全体

の調和を図る。一方、環境に適合して旺盛な成育で回りの植物を被圧する植物は適切に剪

定を行う。 

□草津川跡地のシンボル的な樹木であるソメイヨシノ（右岸・左岸）について、個々の樹齢や生

育状況、隣接等の状況に応じた管理を行う。 
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2.共通事項  

管理作業内容として、基本的に全てのゾーンに共通する事項を本章に記す。また、ゾーンご

との目標景観およびそれに合わせた管理を行うために特に留意すべき点、共通事項と異なる点

を３章に記す。 

※年間作業スケジュールについては、別紙資料-1を目安とする。 

2.1. 高木・中木管理 

【剪定】 

□方針 

自然樹形を目標とするため、剪定は不要枝を剪定する程度の必要最小限とする。 

□作業の基本 

美しい自然樹形を維持するため、樹種と各ゾーンの目標景観に考慮して樹形を乱す不要な

枝、込み枝、病虫害・日照状態等による虚弱枝を剪定し、枝抜き剪定を基本とする。 

※樹種別の剪定方法の詳細については、別紙資料-2を参照のこと。 

□頻度の目安 

基本的には年 1 回までとし、下記時期のいずれかに行う。ただし、剪定が必要と思われるとき

は、時期に関係なく実施する。 

□時期(一般的目安) 

常緑樹：5～6月頃(枝透かし・軽剪定) 

9～10月頃(基本剪定) 

落葉樹:7～8月頃(枝透かし・軽剪定) 

11～2月頃(基本剪定) 

※花木は各樹種の花芽分化期(花芽がつくられる時期)に注意し、花芽を切り落とさないように

する。樹種別の花芽分化期については、別紙資料-3を参照のこと。 

 

【病虫害防除】 

基本的に予防のための薬剤散布は行わないが、毎年発生する病虫害に対しては、予防のた

めの薬剤散布を実施し、発生を抑える。日頃から剪定による通風や日照の確保に留意し、植物

自体の健全な育成に努める。 

病虫害の発症・発生を確認した場合は状況に応じて、発生した枝葉の切除、薬剤散布など適

切な方法で速やかに対処する。虫害については、軽度なものは補殺にて対応する。 

 

【施肥】 

□方針 

施肥は多すぎれば濃度障害を起こす危険性があるため、基本的には遣りすぎないよう控えめ

に行う。堆肥等の有機質肥料を積極的に利用し、地力向上を目指す。 
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□作業の基本 

株元から少し離した場所に、樹木を囲うように肥料を埋め込む。この時、根に直接肥料が当た

らないよう注意する。 

□頻度 

表 2-1 整備目標の標準管理を基本とし、植物と目標景観の状況に応じて必要ならば高度管

理を適用する。また、樹勢の弱った樹木は原因を究明し、結果、肥料が必要であれば、適宜施

肥を行う。 

表 2-1 日常的な施肥管理の必要性と頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『植栽基盤整備技術マニュアル』国土交通省監修、一般社団法人日本緑化センター、H25 

 

□種類、時期 

施肥の種類、時期については表 2-2を参照し、樹種・植物の状態に合わせて選択する。 

表 2-2 施肥の区分とその概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『植栽基盤整備技術マニュアル』国土交通省監修、一般社団法人日本緑化センター、H25 
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【除草・枯葉】 

除草は、雑草の繁殖・生長が目立ち始める前に、見つけ次第除去する。 

枯葉については、地面に落葉後集積し場外処分を基本とする。堆肥化は積極的に区間２の

堆肥ヤードを活用して推進する。 

チップ材やバーク等を積極的に活用して植栽地内にマルチングを施し、雑草の防止と景観の

向上を図る。 

 

【灌水】 

□点検頻度、作業の基本 

植栽後、数年経過していることから、各ゾーンの植物の状況に応じて潅水エリアや樹種の変

更に応じた潅水を実施する。また、潅水ホースの撤去等も状況に応じて実施する。 

土壌水分量不足による植栽への影響は、高木・中木よりも先に地被類に現れることが多いた

め、地被類の点検の際、葉のしおれ等を確認する。葉のしおれ等が見られた場合は、適宜必要

な潅水を行う。 

 □自動灌水装置の点検と設定変更 

    灌水ホースの劣化や漏水等の有無について、日常から確認を行う。草刈等の作業時には、灌

水ホースを損傷させることがないよう細心の注意を払う。 

    自動灌水装置の設定は、概ねシーズンごとに植物の生育状況に合わせて変更する。なお、近

年の異常気象も考慮し、過度な灌水や不足が生じないよう注意を払う。 
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2.2. 低木管理 

【剪定】 

□方針 

自然樹形を目標とするため、剪定は必要最小限とする。ただし、生育状況によっては、間引き

や強剪定を行う。 

□作業の基本 

各ゾーンの目標景観を創出するため樹種に応じた自然樹形を基本とした剪定を実施する。剪

定の種類、頻度の目安については表 2-3の通りとする。 

間引きや強剪定は積極的に実施して個体の更新と景観を維持する。 

 

表 2-3 低木・地被剪定の種類と頻度 

剪定タイプ 剪定方法 作業頻度の目安 

Ａ－１ □高さ調整 

育ち過ぎた枝を適正な分枝点から切り返し、樹
冠全体を一回り小さくする。 

毎年 

Ａ－２ 2～3年に 1回 

Ｂ－１ □株更新・切り戻し 

全ての枝を株元近くで切り取り、風通しの確
保、新梢や脇芽の育成を図る。 

毎年 

Ｂ－２ 2～3年に 1回 

Ｃ－１ □枝抜き、枝透かし 

樹形のバランスを見ながら、込み過ぎた枝を透
かすように付け根から切り取る。 

毎年 

Ｃ－２ 2～3年に 1回 

Ｄ □放置 

成長しすぎる又は増えすぎるまでは基本的に
放置する。 

 

Ｅ □花がら摘み 

花後は必ず花がら摘み、花茎切りを行う。 

毎年 

 

※樹種別の剪定方法の詳細については、別紙資料-2を参照のこと。 

※樹種別の剪定タイプについては、別紙資料-4を参照のこと。 

□時期(一般的目安) 

常緑樹：5～6月頃(枝透かし・軽剪定) 

9～10月頃(基本剪定) 

落葉樹:7～8月頃(枝透かし・軽剪定) 

11～2月頃(基本剪定) 

※花木は各樹種の花芽分化期(花芽がつくられる時期)に注意し、花芽を切り落とさないように

する。樹種別の花芽分化期については、別紙資料-3を参照のこと。 

 

【病虫害防除】 

基本的に予防のための薬剤散布は行わないが、毎年発生する病虫害に対しては、予防のた

めの薬剤散布を実施し、発生を抑える。日頃から剪定による通風や日照の確保に留意し、植物
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自体の健全な育成に努める。 

病虫害の発症・発生を確認した場合は、状況に応じて発生した枝葉の切除、薬剤散布など適

切な方法で速やかに対処する。虫害については、軽度なものは補殺にて対応する。 

 

【施肥】 

□方針 

施肥は多すぎれば濃度障害を起こす危険性があるため、基本的には遣りすぎないよう控えめ

に行う。堆肥等の有機質肥料を積極的に利用し、地力向上を目指す。 

□作業の基本 

株元から少し離した場所に、樹木を囲うように肥料を埋め込む。この時、根に直接肥料が当た

らないよう注意する。 

群植や大規模な寄せ植えの場合は一定の間隔で穴を掘り埋め込むか、植栽地内に均一に

散布する。散布時に肥料が枝葉に付着したままにならないよう留意する。 

□頻度 

表 2-1 整備目標の標準管理を基本とし、植物と目標景観の状況に応じて必要ならば高度管

理を適用する。また、樹勢の弱った樹木は原因を究明し、結果、肥料が必要であれば、適宜施

肥を行う。 

□種類、時期 

施肥の種類、時期については表 2-2を参照し、樹種・植物の状態に合わせて選択する。 

 

【除草・枯葉】 

除草は、雑草の繁殖・生長が目立ち始めてからの除去で良いが、見つけ次第なるべく早めに

除去する。 

枯葉については、地面に落葉後集積し場外処分を基本とする。堆肥化は積極的に区間２の

堆肥ヤードを活用して推進する。 

チップ材やバーク等を積極的に活用して植栽地内にマルチングを施し、雑草の防止と景観の

向上を図る。 

 

【灌水】 

□点検頻度、作業の基本 

植栽後、数年経過していることから、各ゾーンの植物の状況に応じて潅水エリアや樹種の変

更に応じた潅水を実施する。また、潅水ホースの撤去等も状況に応じて実施する。 

土壌水分量不足による植栽への影響は、低木よりも先に地被類に現れることが多いため、地

被類の点検の際、葉のしおれ等を確認する。葉のしおれ等が見られた場合は、適宜必要な潅

水を行う。 

 

□自動灌水装置の点検と設定変更 

    灌水ホースの劣化や漏水等の有無について、日常から確認を行う。草刈等の作業時には、灌
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水ホースを損傷させることがないよう細心の注意を払う。 

    自動灌水装置の設定は、概ねシーズンごとに植物の生育状況に合わせて変更する。なお、近

年の異常気象も考慮し、過度な灌水や不足が生じないよう注意を払う。 

 

【植替え】 

□方針 

株が衰退した場合は、管理方法を含め原因を究明する。管理方法を変更して養生管理を実

施しても回復しない場合は、土地環境に合わない可能性があるため、目標景観に沿う別種へ植

替えても良い。 

また、各植物が成長しすぎて剪定による対応が難しくなった場合（強剪定を必要とする等）

は、間引きを行う。 

□作業の基本 

植え付けの際は植物の根園土壌を全て入れ替える程度の大きさ（根鉢の３倍から４倍）の植

穴に新しい真砂土と土壌改良剤、基肥を混入し丁寧に植えつけ、高植え・深植えにならないよう

留意する。 

植え付けた後は十分に潅水を行い、株元までマルチングを敷き均す。 
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2.3. 地被類(常緑性・落葉性)・球根類管理 

【灌水】 

□点検頻度、作業の基本 

植栽場所の環境や樹種、生育状況等によって水分要求量が異なるため、定期的に点検を行

い、乾き具合を見て必要な潅水を行う。また、前提として自動潅水設備が正常に作動しているか

日常的に確認を行う。 

夏期や乾燥が気になる時期に留意し、適宜灌水を行う。 

夏期:ほぼ毎日点検。 

直射日光を避けた早朝又は地温が下がりだす夕方に、根に水が届くようたっぷりと。日

差しの強い日、日差しのきつい場所は特に注意する。 

春・秋期:週に 2、3回程度点検。 

朝、土がしっとりと潤う程度に。土の表面が乾いてから遣るようにする。 

冬期:週に 1回程度点検。 

気温の上がり始める午前中に、土がしっとりと潤う程度に。土の表面が乾いてから遣るよ

うにする。 

※降雨の日は、灌水の必要はない。雨の上がった後、土の表面が乾いてから、上記の灌水方

法を再開する。但し、降雨があっても十分な量に満たない場合は補完する。 

※植物がしおれている場合は直ちに十分な潅水を行う。 

※開花中の花苗は、水の勢い・泥はねに弱いものもあるため、ホースの先に散水ノズルを取り

付け、花苗を傷めないよう優しく行う。 

 

【施肥】 

□方針 

施肥は多すぎれば濃度障害を起こす危険性があるため、基本的には遣りすぎないよう控えめ

に行う。堆肥等の有機質肥料を積極的に利用し、地力向上を目指す。 

□作業の基本 

植栽地内に均一に散布する。散布時に肥料が枝葉に付着したままにならないよう留意する。 

□頻度 

表 2-1 整備目標の標準管理を基本とし、植物の状態を見ながら必要に応じて高度管理を適

用する。また、樹勢の弱った株は原因を究明し、結果、肥料が必要であれば、適宜施肥を行う。 

□種類、時期 

施肥の種類、時期については表 2-2を参照し、樹種・植物の状態に合わせて選択する。 

 

【除草】 

定期的に点検を行い、雑草が大きく生長しないうちに、根元から抜き取る。抜き取りが難しいも

のは地上部抜き取りを実施する。 

春の雑草（5 月下旬～6 月）、秋の雑草（10 月下旬～11 月頃）が種子を散布しないよう、特に
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留意する。 

【マルチング】 

チップ材やバーク等を積極的に活用して植栽地内にマルチングを施し、雑草化の防止と景観

の向上を図る。 

 

【病虫害防除】 

基本的に予防のための薬剤散布は行わないが、毎年発生する病虫害に対しては、予防のた

めの薬剤散布を実施し、発生を抑える。日頃から通風や日照の確保に留意し、植物自体の健全

な育成に努める。 

病虫害の発症・発生を確認した場合は、状況に応じて発生した枝葉の切除、薬剤散布など適

切な方法で速やかに対処する。虫害については、軽度なものは補殺にて対応する。 

 

【植替え】 

□方針 

株が衰退した場合は、管理方法を含め原因を究明する。管理方法を変更して養生管理を実

施しても回復しない場合は、土地環境に合わない可能性があるため、目標景観に沿う別種へ植

替えても良い。 

各植物が成長しすぎた場合・増えすぎた場合は、間引き・株分けを行う。 

古株となり樹勢が衰えてきた場合は、できる限り株分け等により更新するよう努める。 

□作業の基本 

植え付けの際は土壌改良剤、基肥を混入し土を十分に耕す。根鉢の大きさに合わせた植穴

に丁寧に植えつけ、高植え・深植えにならないよう留意する。 

植え付けた後は十分に潅水を行い、株元までマルチングを敷き均す。 

 

【花がら摘み等】 

□花がら摘み 

必要に応じて刈込剪定を含めた切り戻し剪定を実施し、花がら摘みとすること。 

※花がら摘みが特に必要な樹種については、別紙資料-4を参照のこと。 

□摘心 

適宜摘心を行い、徒長を防ぎ脇芽の数を増やすことで草姿を整え、花数を増やす。 

□切り戻し 

草姿の乱れを回復したり、風通しを良くすることで夏越しを容易にするため、適宜切り戻しを

行う。 

※切り戻しが特に必要な樹種については、別紙資料-4を参照のこと。 

□刈り取り  

冬に枯れた落葉性の地被類は、見苦しい場合は一定の高さで刈り取るか枯葉を除去する。 

球根類の葉は、花後も養分の蓄えに必要なため枯れるまでは残しておく。 
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2.4. 芝生管理 

□方針 

ガーデン部の張芝、種子吹付部に適用し、下記の表Ｂランクの水準を管理目標として作業を

行う。 

国営公園における標準的な芝生管理のランク分け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『改訂 4版 公園・緑地の維持管理と積算』財団法人経済調査会 

【芝刈り】 

□時期、頻度 

概ね 4～10月の間に 4～6回/年程度。 

□作業の基本 

基本的には機械刈りによる。小面積で機械を使用し難い個所、樹木等の根際や植え込みと

接する個所、ベンチ・園路等の施設と接する個所等は手刈りにより丁寧に行う。 

樹木の幹まわりの芝生は必ず手刈りを実施すること。 
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【病虫害防除】 

基本的に予防のための薬剤散布は行わないが、毎年発生する病虫害に対しては、予防のた

めの薬剤散布を実施し、発生を抑える。予防処置としては、窒素過多に留意した施肥管理、良

好な通気性や排水性の確保、極端な深刈りや自然状態を避けること等を心がけ、通常の芝生管

理を適切に行うことで抵抗力のある芝生の育成を目指す。 

病虫害の発症・発生を確認した場合は、状況に応じて発生した部分の切除、薬剤散布など適

切な方法で速やかに対処する。虫害については、軽度なものは補殺にて対応する。 

 

【施肥】 

□時期、頻度 

概ね 2～9月の間に 1～2回/年程度。芝生の色を見ながら調整する。 

□作業の基本 

所定の施用量を芝生面にムラのないよう均一に散布する。 

 

【潅水】 

□点検頻度、作業の基本 

植栽場所の環境等によって水分要求量が異なるため、定期的に点検を行い、乾き具合を見

て必要な潅水を行う。 

しっかりと根付くまでは、ほぼ毎日点検し土の表面が乾いたら朝方十分に潅水する。 

根付いた以降は、下記の灌水方法を続ける。夏期や乾燥が気になる時期を気に掛け、水切

れの症状が出始めたら適宜灌水を行う。 

夏期:ほぼ毎日点検。 

根に水が届くようたっぷりと。日差しの強い日、日差しのきつい場所は特に注意する。 

春・秋期:週に 2、3回程度点検。 

朝、土がしっとりと潤う程度に。土の表面が乾いてから遣るようにする。 

冬期:週に 1回程度点検。 

基本的に潅水は行わない。 

 

※降雨の日は、灌水の必要はない。雨の上がった後、土の表面が乾いてから、上記の灌水方

法を再開する。但し、降雨があっても十分な量に満たない場合は補完する。 

【除草】 

定期的に点検を行い、雑草が大きく生長しないうちに、根元から抜き取る。 

春の雑草（5 月下旬～6 月）、秋の雑草（10 月下旬～11 月頃）が種子を散布しないよう、特に

留意する。 

【目土掛け】 

□時期、頻度 

概ね 2年に 1回程度。（3～6月の間） 

芝刈りやエアレーションの直後に行うと効果的である。 
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□作業の基本 

目土は原則として床土と同質のものを用い、必要に応じて真砂土を用いたり、砂や土壌改良

剤を混合する。植物の根茎やガレキなどは取り除き（必要に応じふるい分け）、改良材等を入れ

る際は入念に混合する。 

目土の深さは、芝生の成長点を覆う程度（5～10mm程度）とする。 

トンボ等を用いてムラなく均一にすり込む。 

 

【エアレーション】 

□時期、頻度 

概ね 2年に 1回程度。（3～4月の間） 

□作業の基本 

人力（フォーク、スパイク等）又は機械による。 

 

【補植・更新】 

□方針 

芝生が衰退した場合は、管理方法を含め原因を究明する。管理方法を変更して養生管理を

実施しても回復しない場合は枯損した部分を切り取り、障害の原因を取り除いた上で新しい芝

生に張り替える。 

土地環境に合わない場合は、別種への植替えを検討する。 

□作業の基本 

植付けの時期は 4～6 月、9～10 月が適する。植え付けの際は土壌改良剤、基肥を混入し、

深さ 15～20㎝程度まで十分に耕す。 

植え付けた後は十分に潅水を行い、根付くまで養生する。 
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2.5. 草地管理 

□方針 

公園側の法面種子吹付部に適用する。野生草本の侵入を許容し、高茎草地へ誘導する。 

 

【除草】 

定期的に点検を行い、雑草が大きく生長しないうちに、根元から抜き取る。 

春の雑草（5 月下旬～6 月）、秋の雑草（10 月下旬～11 月頃）が種子を散布しないよう、特に

留意する。 

 

【草刈り】 

定期的に点検を行い、雑草が見苦しくならないように刈り取る。概ね年に 4回程度とし、刈取り

後は搬出処分を行う。 

高茎草地へ誘導するため雑草の刈高は５～１０ｃｍ程度とする。春の雑草（5 月下旬～6 月）、

秋の雑草（10月下旬～11月頃）が種子を散布しないよう、特に留意する。 

※草刈り頻度別の草地イメージについては、別紙資料-5を参照のこと。 

 

【潅水】 

水切れの様子が見られた場合は潅水する。 

 

【病虫害防除】 

基本的に予防のための薬剤散布は行わない。病虫害の発症・発生を確認した場合は、状況

に応じて発生した部分の切除、薬剤散布など適切な方法で速やかに対処する。虫害について

は、軽度なものは補殺にて対応する。 

 

【施肥】 

基本的に施肥は行わない。肥料不足による生育不良が見られた場合は、所定の施用量を芝

生面にムラのないよう均一に散布する。 
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2.6. 法面管理 

□方針 

民地側法面部に適用する。特にクズやネザサ等の繁茂には留意する。 

 

【草刈り】 

定期的に点検を行い、雑草が見苦しくならないように刈り取る。概ね年に 4回程度とし、刈取り

後は搬出処分を行う。 

春の雑草（5 月下旬～6 月）、秋の雑草（10 月下旬～11 月頃）が種子を散布しないよう、特に

留意する。 

 

【潅水】 

基本的には潅水を行わない。 
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3. ゾーン別管理方針 

※各種ガーデンの配置図は、仕様書【別紙５ ガーデン配置図（区間５）】を参照のこと。 

3.1. ロックガーデン 

目

標

景

観 

・山岳地や乾燥地のイメージで、岩や砂利の中に植物の島が点在する風景を形成する。 

・日当たりの良いオープンな傾斜地に適した這性の植物や枝垂れる植物、個性的な姿

の植物等を取り入れて、ロックガーデンならではの雰囲気を楽しめる景観とする。 

・植栽の島はさまざまな方向から見られることを意識して、植物の重なりや形の変化

を美しく見せる演出を目指す。 

 

 

 

石と絡むように自然に広が
る這性の植物 

自然樹形を基本とした
剪定 

様々な方向から観賞 

個性的な樹形が際立つよう
育成 

様々な方向から観賞 



 

 
16 

 

 

高

木

・

中

木 

□剪定 

・生長の早い樹種が入っているため、自然樹形が維持できるようにこまめな剪定をす

る。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・花付きが悪くなる、あるいは、樹勢が弱る等しない限り、行わなくても良い。 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・自然降雨による灌水とする。 

 

管

理

方

針 

低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・岩の形とのバランスを見ながら、自然な樹形となるよう剪定する。また、島に植栽

されている植物全体が美しく調和するよう整枝剪定する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・自然降雨による灌水とする。 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・２章共通事項のとおり 

・マルテ材の小石がガーデン内から落ちた場合は適宜補修する。 



 

 
17 

3.2. ボーダーガーデン 

※市民との協働により管理する植栽エリアが存在することから、植栽や管理内容について市民活 

動団体等と調整のうえ管理を行う。 

目

標

景

観 

・日当たりの良いオープンな空間の中にボーダーの緩やかなラインが重なり、変化の

ある沿道風景を演出する。 

・ボーダーは高低差のある植物を組み合わせ、園路側から後方へ向かって高くなる構

成とするとともに草地管理の法面とのコントラストをつける。 

・常緑性の植物をベースとして、一年を通じて花や葉を楽しめる組み合わせとする。 

・全体的に密度高く、ボリュームのある花の帯を形成することを目指す。 

 

 

 

高さの変化 

自然樹形を基本とした剪定 

高さの目安： 
H1.2m程度以下 
ポイント的に 1.5～2.0m程度 

自然樹形を基本とした剪定 

園路にかぶさるよう育成し
ラインを和らげる 

背面を隠しすぎないよう
高さ調整 

足元のボーダーへの日照を
確保 

～
1
2
00
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・成長後は低木地被類への日照確保に留意し、自然樹形を損なわないよう剪定を行う。 

・並木については、できるだけ樹形が揃うよう育成管理を行う。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

 

管

理

方

針 
低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・比較的高密度な植栽であるため、風通しを確保するよう適宜枝透かし剪定、場合に

より間引きを行い、手前から奥にかけて高くなる高さ関係を意識して行う。切り戻

しや切り詰めの強剪定を行う際はボーダーの形状を大きく壊さないよう、広範囲を

一気に行うことは避けるとともに花芽分化の時期に十分注意を図り剪定する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・花ものが多いため、肥料過多にならないよう留意しながら適宜追肥を行う。 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□潅水 

・日当たりの良い園路際の環境が多いため、乾燥に留意し土の乾き具合を見ながら適

切な潅水を行う。 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・花ものが多く園路際の目立つ場所であるため、できるだけこまめに花がら摘みを行

って開花を促し、株を美しい状態に保つ。 
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3.3. フォレストガーデン 

 

目

標

景

観 

・自然風の林の風景をイメージし、高・中・低木・地被を組み合わせた複層的な植栽

構成とする。 

・日向、日陰、水辺等の環境に合わせた多様な植物を導入する。 

・自生種をベースとして、園芸品種や外国産の植物もアクセントとして加える。 

・基本的には適度な木漏れ日の落ちる林とし、高木の粗密によって林床に育つ植物が

変化する自然な植栽を目指す。 

 

 

 

見通しの確保 

林床が暗くなり過ぎない
よう剪定 

林床の日照条件に応じた
植物を育成 

日当り 日陰 

自然樹形を基本と
した剪定 

見通しを確保するよう
高さ、密度を調整 

高さの目安： 
H1.2m程度以下 
 

園路にかぶさるよう育成し
ラインを和らげる 

～
1
2
00
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・林床への日照が遮られ低木地被の開花・生育が悪くなった場合は、急激な日照量の

変化に留意しながら自然樹形を損なわないよう剪定を行う。 

□間引き 

・樹林の自然遷移を読み込み景観に配慮して適切に間引きする。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・花付きが悪くなる、あるいは、樹勢が弱る等しない限り、行わなくても良い。 

□除草・枯葉 

・基本的に土壌に還元するが、通路に面する部分は落葉回収を行う。 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

管

理

方

針 
低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・面的な植栽となるため風通しや見通しの確保に留意し、適宜剪定を行う。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・基本的に土壌に還元するが、通路に面する部分は落葉回収を行う。 

□潅水 

・日当たりの良い園路際や木陰のない場所、湿気を好む水辺の植物等は特に乾燥に留

意する。 

□植替え 

・植替え時は中高木の枝張り（日照）を見ながら配植する。 

・中高木の根が広がっているため、注意して植え替える。 

□花がら摘み等 

・花がら摘みは基本的には行わなくて良いが美観上、生育上の問題があるものは個別

に対応する。 

□その他 

・旺盛な生育をする植物はまめに株分け剪定を実施して景観を保つ。 
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3.4. コミュニティガーデン 

※市民との協働により管理する植栽エリアであることから、植栽や管理内容について市民活動団

体等と調整のうえ管理を行う。 

目

標

景

観 

・建築周りの日照としつらえに応じた細やかな植栽とする。 

・コンテナや花壇など様々な植栽スタイルを取り入れ、高・中・低木類、地被類、な

ど多様な植物に触れることができる演出を行う。 

・管理しやすい多彩な植物が伸び伸びと育つ農家の庭先をイメージし、園路や建築側

からも楽しめる構成とする。 

 

 

 

双方向から観賞 双方向から観賞 

多彩な植物が伸び伸
びと育つ花壇 
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・建築周辺は、出入り・通行等の支障にならないよう特に留意し、必要に応じて自然

樹形を前提とした剪定を行う。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

 

管

理

方

針 

低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・比較的高密度な植栽であるため、風通しを確保するよう適宜枝透かし剪定を行う。 

・つる性の樹種は、通行の妨げにならないよう意識をし、自然樹形になるよう整姿・

誘引する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・花ものが多いため、肥料過多にならないよう留意しながら、適宜追肥を行う。 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・花ものが多く建築周辺の目立つ場所であるため、できるだけこまめに花がら摘みを

行って開花を促し、株を美しい状態に保つ。 
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3.5. グラスガーデン 

 

目

標

景

観 

・広い空間を生かした大型グラスの群植により雄大な風景を演出する。 

・グラス類と花の咲く宿根草、カラーリーフ等を組み合わせ、華やかさや季節感を添

える。 

・グラス類の枯れ姿や花がら（ルドベキア等）なども、風景を創る素材のひとつとし

て生かし、深まる季節の風情を冬まで楽しめる演出を行う。 

・芝生の管理に努め、ケヤキやパンパースグラス等との広がりのある空間演出に努め

る 

 

 

自然樹形を基本とした剪定 

高さの目安： 
H1.0m程度以下 

園路にかぶさるよう育成し
ラインを和らげる 

後方に大型の植物 

高さの目安： 
ポイント的に 1.5～2.0m程度 
 

～
1
0
00
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・２章共通事項のとおり 

・ケヤキはフォルムを美しく見せるよう剪定する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

 

管

理

方

針 低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・風通しの確保に留意しながら、高さやまとまり感等メリハリも出るように剪定を行

う。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・日陰がほとんど無いため、土の乾燥に十分注意しながら灌水を行う。 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・グラス系の樹種は、枯れて倒伏し見苦しくなったら株元近くまで刈取り、翌年の芽

吹きに備える。 

・パンパースグラス、ススキ等は株法の大きさを考慮して必要に応じて株分けして更

新する。 

・芝生を美しく保つよう管理する。 
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3.6. ステップガーデン 

※市民との協働により管理する植栽エリアが存在することから、植栽や管理内容について市民活 

 

動団体等と調整のうえ管理を行う。 

目

標

景

観 

【大階段部】 

・華やかな花木（サルスベリ）により明るい木立のエントランス空間を形成する。 

・下垂する植物を用いて高低差のある植栽地を生かした演出を行う。 

・メインエントランスとなるため、シンプルながらもきちんと手入れされた端正な景

観を維持する。 

【法面部】 

・法面部は、ライン状に植栽した地被類が自然に混ざり合う柔らかな風景を創る。 

 

 

1
2
00
 

転落防止を兼ねた低木植栽。
自然樹形を基本とした剪定 

高さの目安： 
H1.2m 程度 
 

宿根草、つる植物が自然に
混ざり合う 

法面部 

見通しの良い法面 
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・サルスベリはできるだけ樹形が揃うよう、育成管理を行う。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

 

管

理

方

針 低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・つる性の樹種は別種同士混ざり合っても良いが、適宜つる切りを行い、美観を保つ

ようにする。 

・低木は、自然な樹形を基本とするがそれぞれの植物の状況に応じて剪定する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・基本的に花がら摘み、刈り取りの必要なものはない。 

・その他は２章共通事項のとおり 

・湖南農業高校の学生による植栽計画、管理作業を基本とするが適時助言を行い、協

力して美しいエントランスの創出を図ること。 
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3.7. 沿道ガーデン 

 

目

標

景

観 

・雑木をベースとした明るい木立の空間を形成する。 

・ボリュームある低木地被植栽により、沿道のアイストップや石積み法面の裾を彩る。 

・季節を代表するような親しみのある植物をとりいれ、年間を通じて彩りの絶えない

沿道風景を演出する。 

・丈夫で育てやすい植物で構成し、鬱蒼となりすぎないよう留意しながらしっかりと

した緑を形成する。 

 

 

自然樹形を基本と 
した剪定 

高さの目安： 
H1.5m程度以下 
 

自然樹形を基本と
した剪定 

園路にかぶさるよう育成し
ラインを和らげる 

中低木でしっかりと
した背景を作る 

～
1
5
00
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・低木・地被の日照が遮られないよう、また、堤の歩道から目線が著しく遮られない

ようにする。 

・透かし剪定をまめに実施する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

 

管

理

方

針 
低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・２章共通事項のとおり 

・中央園路のエッジラインは際で刈り込まず滲み出しとする。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・２章共通事項のとおり 
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3.8. 商業ガーデン 

 

目

標

景

観 

・建築と一体になった明るい木立と多彩な植物を取り入れた細やかなガーデンを演出

する。 

・立体的な地形と石積みに絡んだ植栽を行い、エントランスの印象的なアイストップ

を形成する。 

・モザイク状に配置された多種類の植物が自然に混ざり合い、表情豊かな植栽地が広

がる風景を目指す。 

 

 

石積みの上や間から
下垂する植物 

園路にかぶさるよう育成し
ラインを和らげる 

自然樹形を基本とした剪定。 
アイストップとなるよう、 
バランス良く育成。 
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高

木

・

中

木 

□剪定 

・建築周辺は、出入り・通行等の支障にならないよう特に留意し、商業施設空間であ

ることにより自然樹形を基本に樹木のフォルムを美しく整える剪定を実施する。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・２章共通事項のとおり 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

 

管

理

方

針 

低

木

・

地

被

類 

□剪定 

・比較的高密度な植栽であるため、風通しを確保するよう適宜枝透かし剪定を行う。 

・植物の個性を活かした仕立てとする。 

□病虫害防除 

・２章共通事項のとおり 

□施肥 

・花ものが多いため、肥料過多にならないよう留意しながら適宜追肥を行う。 

□除草・枯葉 

・２章共通事項のとおり 

□灌水 

・２章共通事項のとおり 

□植替え 

・２章共通事項のとおり 

□花がら摘み等 

・花ものが多く建築周辺の目立つ場所であるため、できるだけこまめに花がら摘みを

行って開花を促し、株を美しい状態に保つ。 



 

 
31 

4. 年間管理作業回数のまとめ 
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5. 参考資料 

5.1. 資料－１ 年間作業時期の目安 

植栽維持管理年間作業計画表 
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出典：『緑化・植栽マニュアル』中島宏、財団法人経済調査会、H19 
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5.2. 資料－２ 樹種別剪定方法 

主な樹木の整姿剪定 
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出典：『緑化・植栽マニュアル』中島宏、財団法人経済調査会、H19 
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5.3. 資料－３ 花芽分化期 

花芽分化の時期      （作成 1992 年中島）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『緑化・植栽マニュアル』中島宏、財団法人経済調査会、H19 
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5.4. 資料－４ 低木・地被の剪定タイプ 

 

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D E

種　別 細　別 規　格 単位 高さ調整 高さ調整 株更新 株更新 枝透かし 枝透かし 放置管理 花がら摘み

（毎年） （2-3年毎） （毎年） （2-3年毎） （毎年） （2-3年毎） （毎年）

低木植栽工 ｱｵｷ H1.2         W0.9 株 1 1

ｱｾﾋﾞ H0.8         W0.5 株 1 1

ｱﾍﾞﾘｱ･ｺﾝﾌｪｯﾃｨ H0.2       VP12.0 株 1 1 1

ｱﾍﾞﾘｱ･ｻﾝﾗｲｽﾞ H0.2       VP12.0 株 1 1

ｳｴｽﾄﾘﾝｷﾞｱ H0.3       VP15.0 株 1 1

ｳﾝｾﾞﾝﾂﾂｼﾞ H0.5         W0.4 株 1

ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ H0.3       VP15.0 株 1

ｷﾞｮﾘｭｳﾊﾞｲ H0.8         W0.5 株 1 1

ｷﾝｶﾝ H1.2         W0.6 株 1

ｸﾁﾅｼ H0.6         W0.4 株 1 1

ｸﾞﾐ･ｷﾞﾙﾄﾞｴｯｼﾞ H0.8 株 1

ｺｸﾁﾅｼ H0.2         W0.3 株 1

ｻﾂｷﾂﾂｼﾞ H0.4         W0.5 株 1

ｻﾝｶｸﾊﾞｱｶｼｱ H0.7         W0.3 株 1 1

ｼｬｸﾅｹﾞ(洋種) H0.8         W0.6 株 1

ｼﾞｬﾉﾒｴﾘｶ H0.3       VP12.0 株 1

ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ H0.6         W0.5 株 1 1

ｼﾙﾊﾞｰﾌﾟﾘﾍﾞｯﾄ（大） H1.2 株 1 1

ｼﾙﾊﾞｰﾌﾟﾘﾍﾞｯﾄ H0.8         W0.2 株 1 1

ｾﾝﾘｮｳ H0.5        株 1 1

ﾃｳｸﾘｳﾑ・ﾌﾙﾃｨｶﾝｽ H0.4         W0.4 株 1

ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ H0.8        3本立 株 1 1

ﾋﾍﾟﾘｶﾑ･ﾋﾃﾞｺｰﾄ H0.4         W0.3 株 1 1

ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ（白花） H0.8         W0.8 株 1 1

ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ（桃花） H0.8         W0.8 株 1 1

ﾌｨﾘﾌｪﾗｵｰﾚｱ H0.4       VP15.0 株 1 1

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｼｬﾘﾝﾊﾞｲ H0.5         W0.4 株 1

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾄｷﾜﾏﾝｻｸ（赤葉） H1.0 株 1 1

ﾏﾎﾆｱ・ｺﾝﾌｰｻ H0.6        3本立 株 1 1

ﾏﾙﾊﾞｼｬﾘﾝﾊﾞｲ H0.4         W0.4 株 1

ﾏﾝﾘｮｳ H0.2        株 1

ﾔﾏﾂﾂｼﾞ H1.0         W0.5 株 1 1

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ（立性） H0.3       VP15.0 株 1 1 1

ｱｷｸﾞﾐ H0.5         株 1 1 1

ｱｼﾞｻｲ H0.5        3本立 株 1 1 1 1

ｱｼﾞｻｲ・ｱﾅﾍﾞﾙ H0.4        3本立 株 1 1

ｴﾆｼﾀﾞ H0.8 株 1 1

ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ H0.5        3本立 株 1

ｶｼﾜﾊﾞｱｼﾞｻｲ H1.0         W0.4 株 1 1

ｶﾞﾏｽﾞﾐ H1.0         株 1 1 1 1

ｺﾃﾞﾏﾘ H0.5         3本立 株 1 1

ｻﾙｽﾍﾞﾘ（矮性） H0.3         W0.3 株 1 1

ｼﾓﾂｹ H0.5        3本立 株 1 1

ｼﾓﾂｹ･ｺﾞｰﾙﾄﾞﾌﾚｰﾑ H0.5 株 1 1

ｼﾛﾔﾏﾌﾞｷ H0.4        2本立 株 1 1 1

ﾀﾆｳﾂｷﾞ H1.0        3本立 株 1 1 1

ﾄﾞﾄﾞﾅｴｱ H1.2         W0.5 株 1 1

ﾋｭｳｶﾞﾐｽﾞｷ H0.8         W0.4 株 1 1 1

ﾌﾞｯﾄﾞﾚｱ･ﾀﾞﾋﾞﾃﾞｨ H0.5       VP15.0 株 1 1

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ H0.8         W0.4 株 1 1 1

ﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ H0.8         W0.3 株 1 1

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ H0.5 株 1 1

ﾔﾏﾌﾞｷ（一重） H0.5        3本立 株 1 1

ﾔﾏﾌﾞｷ（八重） H0.5        3本立 株 1 1

ﾕｷﾔﾅｷﾞ H0.8        3本立 株 1 1
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ﾙﾘﾏﾂﾘ H0.4         W0.3 株 1 1

ﾚﾝｷﾞｮｳ H1.0        3本立 株 1 1 1

ﾌｼﾞ     　C0.15 株 1 1 1

地被類植栽工 ｱｶﾞﾊﾟﾝｻｽ（青花）    　　    VP10.5 株 1 1 1

ｱｶﾞﾊﾟﾝｻｽ（白花）      　　  VP10.5 株 1 1 1

ｱｶﾝｻｽ・ﾓﾘｽ            VP10.5 株 1 1

ｱｽﾁﾙﾍﾞ            VP12.0 株 1 1

ｴｷﾅｾｱ･ﾌﾟﾙﾌﾟﾚｱ            VP10.5 株 1

ｴﾋﾞﾈ            VP10.5 株 1

ｵｽﾃｵｽﾍﾟﾙﾏﾑ 紫花       VP10.5 株 1

ｵﾐﾅｴｼ            VP9.0 株 1 1

ｶﾞｰﾃﾞﾝﾏﾑ            VP12.0 株 1 1 1

ｶﾞｳﾗ            VP9.0 株 1 1

ｶｷﾂﾊﾞﾀ            VP10.5 株 1 1

ｶﾞｻﾞﾆｱ            VP9.0 株 1 1

ｶﾚｯｸｽ･ｴﾊﾞｰｺﾞｰﾙﾄﾞ            VP9.0 株 1

ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ            VP9.0 株 1

ｶﾝﾅ（銅葉） 球根系     VP15.0 株 1 1

ｷｷｮｳ            VP9.0 株 1 1

ｷﾁｼﾞｮｳｿｳ      3芽立 VP10.5 株 1

ｷﾞﾎﾞｳｼ･ﾜｲﾄﾞﾌﾞﾘﾑ（大葉）            VP10.5 株 1 1

ｷﾞﾎﾞｳｼ（小葉）            VP10.5 株 1

ｸﾌｪｱ・ﾋｿｯﾋﾟﾌｫﾘｵ            VP10.5 株 1

ｸﾘｽﾏｽﾛｰｽﾞ（白花）            VP12.0 株 1 1

ｸﾞﾚｺﾏ            VP9.0 株 1 1 1

ｸﾚﾏﾁｽ･ﾓﾝﾀﾅ L2.5       VP9.1 株 1 1 1

ｸﾛｯｶｽ            VP9.0 株 1

ｺｶﾞﾏ            VP10.5 株 1

ｺﾞｼｷﾄﾞｸﾀﾞﾐ            VP9.0 株 1 1

ｺﾄﾈｱｽﾀｰ L0.3       VP10.5 株 1

ｻﾙﾋﾞｱ･ｸﾞｱﾗﾆﾃｨｶ            VP9.0 株 1 1

ｻﾙﾋﾞｱ･ﾚｳｶﾝｻ            VP9.0 株 1 1

ｼﾊﾞｻﾞｸﾗ      3芽立 VP9.0 株 1

ｼｬｶﾞ      3芽立 VP10.5 株 1

ｼｬｽﾀｰﾃﾞｰｼﾞｰ      3芽立 VP9.0 株 1 1

ｼｭｳﾒｲｷﾞｸ            VP12.0 株 1 1 1

ｼｭｯｺﾝｱｽﾀｰ            VP9.0 株 1 1

ｼｭｯｺﾝｲﾍﾞﾘｽ            VP9.0 株 1

ｼｭｯｺﾝﾌﾛｯｸｽ      3芽立 VP10.5 株 1

ｼﾞｭﾆﾍﾟﾗｽ･ﾌﾞﾙｰｶｰﾍﾟｯﾄ L0.3       VP15.0 株 1 1

ｼﾗﾝ       球   VP10.5 株 1

ｽｲｾﾝ       球   VP10.5 株 1

ｽｽｷ            VP10.5 株 1

ｽﾃｨﾊﾟ            VP10.5 株 1

ｾｷｼｮｳ      3芽立 VP10.5 株 1 1

ｾﾀﾞﾑ類            VP9.0 株 1 1

ﾀｲﾑ･ﾛﾝｷﾞｶｳﾘｽ            VP9.0 株 1 1

ﾀﾁｱｵｲ            VP9.0 株 1 1

ﾀﾂﾀﾅﾃﾞｼｺ            VP9.0 株 1

ﾀﾏｼﾀﾞ            VP10.5 株 1 1

ﾀﾏｽﾀﾞﾚ      3球入 VP10.5 株 1 1

ﾁｪﾘｰｾｰｼﾞ            VP10.5 株 1 1

ﾂｷﾇｷﾆﾝﾄﾞｳ L2.5       VP15.0 株 1 1

ﾂﾙﾊﾅﾅｽ            VP9.0 株 1 1

ﾂﾜﾌﾞｷ      3枚葉 VP10.5 株 1 1
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ﾃｲｶｶｽﾞﾗ L0.3       VP9.0 株 1

ﾄｷﾜｲｶﾘｿｳ            VP10.5 株 1

ﾄｷﾜｽｽｷ            VP10.5 株 1

ﾄｹｲｿｳ L2.5       VP15.0 株 1

ﾄﾘﾄﾏ（橙花） ｵｵﾄﾘﾄﾏ系　 VP10.5 株 1 1

ﾅﾙｺﾕﾘ            VP9.0 株 1

ﾆｭｰｻｲﾗﾝ（黄斑入り葉） H0.6  3株立  W0.4 株 1 1

ﾆｭｰｻｲﾗﾝ（銅葉） H0.6  3株立  W0.4 株 1 1

ﾉｼﾗﾝ･ﾋﾞｯﾀｰﾀｽ            VP10.5 株 1 1

ﾊｰﾃﾞﾝﾍﾞﾙｷﾞｱ            VP10.5 株 1

ﾊﾞｰﾍﾞﾅ･ﾃﾈﾗ      3芽立 VP9.0 株 1

ﾊｲﾋﾞｬｸｼﾝ L0.3 株 1 1

ﾊﾂﾕｷｶｽﾞﾗ            VP9.0 株 1

ﾊﾅｼｮｳﾌﾞ       球   VP10.5 株 1 1

ﾊﾅﾂﾙｿｳ            VP9.0 株 1 1 1

ﾊﾅﾆﾗ      3球入 VP9.0 株 1

ﾊﾟﾝﾊﾟｽｸﾞﾗｽ            VP21.0 株 1 1

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ       球   VP10.5 株 1

ﾋﾍﾟﾘｶﾑ･ｶﾘｼﾅﾑ      3芽立 VP10.5 株 1

ﾋﾏﾗﾔﾕｷﾉｼﾀ            VP10.5 株 1

ﾋﾒｲﾜﾀﾞﾚｿｳ            VP9.0 株 1

ﾋﾒﾂﾙｿﾊﾞ            VP9.0 株 1 1

ﾋｭｰｹﾗ 銅葉,橙葉MIX  VP9.0 株 1

ﾋﾞﾝｶ･ﾏｼﾞｮｰﾙ 斑入 3芽立 VP9.0 株 1 1

ﾋﾞﾝｶ･ﾏｼﾞｮｰﾙ 斑なし     VP9.0 株 1 1 1 1

ﾋﾞﾝｶ･ﾐﾉｰﾙ      3芽立 VP9.0 株 1 1 1

ﾌｪｽﾂｶ･ｸﾞﾗｳｶ            VP9.0 株 1

ﾌｯｷｿｳ      3芽立 VP9.0 株 1

ﾍﾃﾞﾗ・ﾍﾘｯｸｽ L2.5  長尺物 株 1

ﾍﾞﾆﾁｶﾞﾔ            VP9.0 株 1 1

ﾍﾞﾆｼﾀﾞ            VP10.5 株 1

ﾍﾟﾆｾﾂﾑ･ｱﾛﾍﾟｸﾛｲﾃﾞｽ ﾓｰﾄﾞﾘｰ     VP10.5 株 1

ﾍﾒﾛｶﾘｽ            VP10.5 株 1 1

ﾎﾄﾄｷﾞｽ            VP10.5 株 1 1

ﾏﾂﾊﾞｷﾞｸ      3芽立 VP9.0 株 1 1

ﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ･ｼﾞｭｴﾙ            VP9.0 株 1

ﾐｾﾊﾞﾔ            VP9.0 株 1

ﾐｿﾊｷﾞ            VP10.5 株 1

ﾑｽｶﾘ            VP9.0 株 1

ﾓｸﾋﾞｬｯｺｳ            VP10.5 株 1 1

ﾓﾝﾄﾌﾞﾚﾁｱ            VP10.5 株 1

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ      3芽立 VP9.0 株 1

ﾔﾌﾞﾗﾝ      3芽立 VP10.5 株 1 1

ﾕﾘｵﾌﾟｽﾃﾞｰｼﾞｰ            VP9.0 株 1 1

ﾗﾐｳﾑ･ﾏｸﾗﾂﾑ            VP9.0 株 1

ﾕｷﾉｼﾀ        株  VP9.0 株 1

ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ･ﾃﾞﾝﾀｰﾀ            VP9.0 株 1 1

ﾙﾄﾞﾍﾞｷｱ･ﾀｶｵ            VP10.5 株 1 1 1

ﾛｰﾀｽ･ﾌﾞﾘﾑｽﾄｰﾝ            VP9.0 株 1

ﾛｰｽﾞﾏﾘｰ（這性） L0.2       VP15.0 株 1

59 14 8 53 37 24 64 23
A-1: 高さ調整が必要なもの（毎年）
A-2: 高さ調整が必要なもの（2-3年に1回）
B-1: 株更新・切り戻しが必要なもの（毎年）
B-2: 株更新・切り戻しが必要なもの（2-3年に1回）
C-1: 枝透かしが必要なもの（毎年）
C-2: 枝透かしが必要なもの（2-3年に1回）

D: そのまま放置しても大丈夫なもの（成長しすぎるor増えすぎるまで）
E: 花がら摘み・花茎切りが絶対に必要なもの（毎年）

※ 樹種に変更が生じる場合があります。
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5.5. 資料－５ 草刈り頻度と草地のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『ビオガーデン入門』杉山恵一他編、社団法人農山漁村文化協会、2000 

 

 


